昭和基地1-100Hz帯ELF磁場波形データの共有と可視化（DS公募型共同研究課題） by 佐藤 光輝




























l 電磁波動伝搬 (AC的側⾯), グローバルサーキット(GEC) (DC的側⾯)









* 低減衰率 (<  –1 dB/Mm)
トランジェントSR (Q-burst)
* 放電エネルギーの⾼いCGにより発⽣
* TLEs (sprites, elves, …)と相関




l 頻度︓ ~50 flash/s
l 多発域︓ 熱帯・亜熱帯 (30°S-30°N)
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（ No analog filters & digital filters !!! ）
世界トップのクオリティを誇る⻑期間・未⽋損のELFデータ
4. 昭和基地で観測されるELFデータ
＃6極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
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＃7極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
観測点 ID (Lat.,  Lon) 観測期間 特徴




Onagawa ONG 38.4°N,  141.5°E 2001/ 06 –2019/ 03 アクセスが容易．
Kiruna ESR 67.9°N,  21.1°E 2003/ 08 – SYOのほぼ反対緯度．⽐較的静穏．
Santa Cruz SCZ 37.1°N,  122.2°W 2006/ 03 –2015/ 03
アクセスが困難．リアルタイ
ムのデータ転送が困難．










ELF data @ SYO, ONG, ESR







[Sato et al., 2008]
＃9極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
One month global lightning distribution (June 2004)
5. ELFデータを⽤いた研究成果
[Sato et al., 2008]
＃10極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
One month global lightning distribution (Dec. 2003)
5. ELFデータを⽤いた研究成果
[Sato et al., 2008]
＃11極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
SR spectral power variation (SRspv)  - Feb. 2000 ~ Dec. 2004
全球雷活動︓5⽇, 10⽇, 30⽇, 1年の周期性（新発⾒）
5. ELFデータを⽤いた研究成果
[Sato et al., 2005]
＃12極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
全球雷活動︓5⽇, 10⽇, 30⽇, 1年の周期性（新発⾒）
5. ELFデータを⽤いた研究成果
[Sato et al., 2005]

















[Sato et al., 2016]












＃16極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
観測点 観測期間 データ量
Syowa 2000/ 02 – 2.65 TB
Onagawa 2001/ 06 – 2015/ 10 2.01 TB
Kiruna 2003/ 08 – 2.16 TB
Santa Cruz 2006/ 03 – 2015/ 03 < 0.14 TB



































＃20極域のオープンデータ・オープンサイエンスに関する研究集会 - II,   2019/08/27  10:30-18:30,  NIPR  
l JARE41(2000年)から昭和基地でのELF観測を開始
l その成功を受け，世界の4点に同型のシステムを設置
l 膨⼤なデータの管理・公開に関しては⼤幅な遅れ
l ELFシステムの運⽤者と，ELFデータユーザーの双⽅にとって効
率的なデータ公開⽅法に切り替えたい
l より安全なデータ保管体制の確⽴が必要
l IUGONETを通じたデータ公開，SPEDASによるオンライン解析
l 北⼤に⼤容量データストレージを導⼊
＜今年度の⽬標＞
Ø 北⼤でのデータ保管・公開ツールの整備
Ø メタデータの整備
Ø IUGONETのフォーマットに沿うサンプルデータの作成・公開
8. まとめ
